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技術部門   電気電子部門 

専門とする事項  配電資機材の性能試験と評価 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

1 .  リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 課 題  

( 1 ) メ ン テ ナ ン ス の 生 産 性 向 上 ( 観 点 ： 働 き 方 改 革 )  

現 状 ： コ ロ ナ 以 降 、 在 宅 勤 務 等 、 多 様 な 働 き 方 が 進 ん

で い る 。 電 力 設 備 は 大 量 か つ 面 的 に 構 築 さ れ て お り 、

健 全 性 の 維 持 に は 多 く の 人 員 及 び 工 数 を 要 す る 。  

課 題 ： 多 様 な 働 き 方 が 進 む 中 で 、 電 力 設 備 の メ ン テ ナ

ン ス 作 業 の 生 産 性 向 上 が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 電 力 設 備 の 維 持 ( 観 点 ： 経 済 性 )  

観 点 ： 東 京 等 の 都 市 部 に 人 口 が 集 中 し 地 方 で は 人 口 減

少 が 進 ん で い る 。 人 口 減 少 に よ り 電 力 需 要 及 び 設 備 利

用 率 低 下 し 、 設 備 更 新 や 投 資 を 行 う に は 採 算 が 合 わ な

く な っ て い る 。  

課 題 ： 電 力 需 要 に 見 合 っ た 適 切 な 設 備 更 新 ・ 投 資 を 行

い 、 電 力 設 備 を 維 持 し て い く こ と が 課 題 で あ る 。  

( 3 ) 電 気 主 任 技 術 者 の 確 保 ( 観 点 ： 人 材 育 成 )  

現 状 ： 就 業 者 数 は 2 0 1 9 年 の 6 7 5 0 万 人 が ピ ー ク に 減 少

傾 向 で あ る 。 多 様 な 働 き 方 が 進 み ユ ー チ ュ ー バ ー が 人

気 職 業 と な っ て い る 。 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー （ 以 下 、 再

エ ネ ） 発 電 所 に は 電 気 主 任 技 術 者 が 必 要 と な る が

2 0 3 0 年 に は 電 気 主 任 技 術 者 が 約 2 0 0 0 人 不 足 す る と 予

想 さ れ て い る 。  

課 題 ： 再 エ ネ の 拡 大 を 推 進 し て 行 く た め に 、 電 気 の 保

安 に 従 事 す る 電 気 主 任 技 術 者 の 育 成 し 確 保 す る こ と が

課 題 で あ る 。  

2 .  重 要 課 題 と そ の 解 決 策 の 提 案  
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 前 項 1 ( 1 )  で 示 し た 人 員 減 少 に 伴 い 設 備 メ ン テ ナ ン

ス の 生 産 性 向 上 が 最 も 重 要 な 課 題 と 考 え る 。 こ の 課 題

に 対 す る 解 決 策 は 、 限 ら れ た 人 員 で 電 力 設 備 を い か に

維 持 し 、 電 力 の 安 定 供 給 に 繋 げ ら れ る か が 重 要 で あ る 。

以 下 に 3 つ の 解 決 策 を 述 べ る 。  

( 1 )  ド ロ ー ン や A I ( 人 工 知 能 ) 技 術 の 活 用  

 大 量 に 面 的 に 構 築 さ れ た 電 力 設 備 の メ ン テ ナ ン ス を

効 率 化 す る た め 、 ド ロ ー ン や A I を 活 用 し た 新 技 術 に

よ る 点 検 方 法 を 導 入 す る 。 ド ロ ー ン 点 検 で 昇 塔 ・ 昇 柱

作 業 の 簡 略 化 を 図 る 。 ま た カ メ ラ 画 像 と A I を 使 っ た

画 像 診 断 に よ り 点 検 精 度 の 向 上 と 時 間 短 縮 に 繋 げ る 。  

( 2 )  長 寿 命 資 材 の 採 用  

 高 度 成 長 期 に 大 量 に 構 築 さ れ た 設 備 更 新 を 行 う に は 、

工 数 削 減 が 必 要 と な る 。 そ こ で 変 圧 器 の 劣 化 の 一 番 の

要 因 で あ る ケ ー ス に s u s 4 3 0 の フ ェ ラ イ ト 系 ス テ ン レ

ス を 採 用 す る 等 、 長 寿 命 化 を 図 っ た 資 材 を 導 入 す る 。

こ れ に よ り 点 検 周 期 及 び 設 備 更 新 期 間 の 延 長 を 進 め る

こ と で メ ン テ ナ ン ス の 効 率 化 を 図 る 。  

（ 3 ） オ ン ラ イ ン デ ー タ の 活 用  

 現 地 で 実 施 し て い た 設 備 の 点 検 や 診 断 を オ ン ラ イ ン

デ ー タ に よ り 診 断 す る 。 具 体 的 に は 系 統 に 一 定 区 間 毎

に 設 置 す る セ ン サ ー 内 蔵 開 閉 器 や ス マ ー ト メ ー タ 等 の

機 器 か ら 通 信 網 を 介 し て デ ー タ 収 集 す る 。 ガ ス 圧 低 下

や 通 信 エ ラ ー 等 の 異 常 情 報 、 ま た 電 圧 、 電 流 、 位 相 、

状 態 変 化 等 を 組 み 合 わ せ 分 析 ・ 診 断 す る こ と で メ ン テ



技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

ナ ン ス の 効 率 化 を 図 る 。  

3 .  共 通 し て 発 生 す る 新 た な リ ス ク と 対 策  

2 . で 挙 げ た 対 策 は 、 新 技 術 ・ 新 資 材 と い っ た 比 較 的

新 し い 手 法 で あ り 、 実 績 面 が 大 き く 不 足 し て い る リ ス

ク が あ る 。 こ の リ ス ク の 解 決 策 と し て 、 以 下 の 3 つ の

対 策 を 述 べ る 。  

・ Ｆ Ｍ Ｅ Ａ を 活 用 す る こ と で 製 品 使 用 時 に 発 生 す る リ

ス ク を 洗 い 出 し 、 抽 出 さ れ た 事 象 は 全 て 改 善 し た 上 で

導 入 す る 。  

・ よ り マ ー ジ ン を 見 込 ん だ 評 価 検 証 を 行 う 。 そ れ ら の

試 験 が 適 切 に 実 施 さ れ る 様 、 第 三 者 的 な 部 門 の 参 画 に

よ る Ｄ Ｒ を 実 施 す る 。  

・ い き な り 本 格 導 入 す る の で は な く 、 試 行 実 施 や フ ィ

ー ル ド テ ス ト 行 い 評 価 し 、 P D C A を 回 し な が ら 改 善 し

た 上 で 本 格 導 入 す る 。  

4 ． 技 術 者 倫 理 と 社 会 持 続 可 能 性  

技 術 者 倫 理 ： ド ロ ー ン の 信 号 ロ ス ト で の 逸 走 や 突 風 に

よ る 墜 落 等 、 公 共 の 安 全 面 の 懸 念 が あ る 。 そ こ で 故 障

や 通 信 異 常 が 発 生 し た と し て も 、 シ ス テ ム が 継 続 動 作

出 来 る よ う 冗 長 化 構 成 に よ り 公 衆 安 全 を 確 保 す る 。  

社 会 持 続 可 能 性 ： 解 決 策 に よ り S D G s 9 ｢ 産 業 と 技 術 革

新 の 基 盤 を つ く ろ う ｣ に 貢 献 す る 。 現 場 出 向 が 減 少 し

労 力 低 減 が 図 る こ と で 、 女 性 や 年 配 者 が 活 躍 で き よ う

貢 献 す る 。  

以 上  
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受験番号 

問題番号 

 

I ― 1 ― 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

 枚目 
  

3 
枚中 

 

電気電子  部門 

電子応用  科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
 

高周波計測 

枚 数 

( 1 )  リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 技 術 課 題  

① 遠 隔 会 議 の 音 響 ・ 映 像 環 境 の 高 品 質 化  

 自 宅 か ら 勤 務 す る と い う 働 き 方 が 増 え て お り 、 オ フ

ィ ス に 出 勤 す る 以 外 に リ モ ー ト で 会 議 す る と い う よ う

に 行 動 が 変 化 し て い る 。 遠 隔 会 議 の 音 響 ・ 映 像 品 質 の

観 点 か ら 、 自 宅 か ら オ フ ィ ス の 社 員 と の 円 滑 な 意 思 疎

通 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 映 像 や 音 響 品 質 が 悪 い と 、

思 っ た よ う な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 取 れ ず 、 円 滑 に 業

務 が 進 ま な い と い う 問 題 が あ る 。 遠 隔 会 議 の 環 境 向 上

が 課 題 で あ る 。  

② サ ー バ ー の 無 停 止 稼 働  

 労 働 環 境 が 従 来 の 9 時 1 7 時 の 労 働 時 間 に 限 ら れ な い

働 き 方 へ と 変 化 し て い る 。 働 く 人 の 行 動 の 変 化 の 観 点

か ら 、 働 き 方 の 変 化 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。 従 来 の サ

ー バ ー 通 信 シ ス テ ム は 、 夜 間 に メ ン テ ナ ン ス 等 で 停 止

す る こ と が あ る 。 し か し 、 労 働 時 間 の 変 化 に よ り 、 夜

間 に サ ー バ ー を 停 止 で き な い と い う 問 題 が 生 じ る 。 サ

ー バ ー 機 器 の 冗 長 性 や 信 頼 性 を 向 上 さ せ て 無 停 止 化 す

る こ と が 課 題 で あ る 。  

③ 分 散 型 電 源 の 蓄 電 ・ 発 電 ・ 消 費 の 協 調  

 電 力 イ ン フ ラ 供 給 の 観 点 か ら 、 働 く 人 の 場 所 が 変 化

す る と い う 行 動 の 変 化 に 対 応 す る 必 要 が あ る 。し か し 、

離 島 や 山 間 部 は 電 力 系 統 が 一 系 統 し か 無 く 、 災 害 等 に

よ る 系 統 故 障 時 に 復 旧 ま で 電 力 が 使 用 で き な い と い う

問 題 が あ る 。 太 陽 光 ・ 風 力 な ど の 再 生 エ ネ ル ギ ー を 活
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受験番号 

問題番号 

 

I ― 1 ― 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

 枚目 
  

3 
枚中 

 

電気電子  部門 

電子応用  科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
 

高周波計測 

枚 数 

用 し つ つ 、 災 害 へ の レ ジ リ エ ン ス を 高 め た 分 散 型 電 源

シ ス テ ム の 構 築 が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 最 重 要 課 題 と そ の 解 決 策  

 ① 遠 隔 会 議 の 音 響 ・ 映 像 の 高 品 質 化 、 を 最 重 要 課 題

と 考 え る 。 労 働 力 人 口 が 2 0 % 以 上 も 減 少 す る こ と が 見

込 ま れ る た め 、 フ レ キ シ ブ ル な 働 き 方 の 実 現 が 求 め ら

れ る か ら で あ る 。  

解 決 策 ① ： 4 K カ メ ラ に よ る 高 解 像 度 映 像  

 会 議 室 に 4 K カ メ ラ を 取 付 け 、会 議 室 に い る 参 加 者 の

表 情 を 含 め て 高 解 像 度 で 伝 送 す る 。 約 4 0 0 0 x 2 0 0 0 p x の

解 像 度 の 4 K カ メ ラ を 利 用 す る こ と に よ り 、 4 m  x  2 m 範

囲 で も 1 m m の 分 解 能 を 実 現 す る 。 加 え て 、 7 1 ° の 広 角

レ ン ズ と ± 6 0 ° の パ ン 、 ± 9 0 ° の チ ル ト 、 1 0 倍 光 学 ズ ー

ム を 利 用 し て 、会 議 室 の 様 子 が 3 6 0 ° 伝 わ る よ う に す る 。 

解 決 策 ② ： 無 指 向 性 マ イ ク に よ る 複 数 人 会 話  

 会 議 室 側 の 中 央 に 無 指 向 性 マ イ ク を 設 置 し て 、 複 数

人 の 声 を 同 時 に 集 音 ・ 伝 送 し て 臨 場 感 を 向 上 さ せ る 。

マ イ ク を 音 声 周 波 数 2 0 k H z の 2 倍 以 上 の 4 8 k H z で サ ン

プ リ ン グ す る こ と に よ り 、 2 0 H z か ら 2 0 k H z の 可 聴 周 波

数 を 全 て カ バ ー し て 自 然 な 聴 こ え 方 を 再 現 す る 。  

解 決 策 ③ ： 指 向 性 マ イ ク に よ る 周 囲 雑 音 低 減  

 自 宅 か ら 遠 隔 会 議 に 参 加 す る 社 員 の 音 声 を 1 0 5 ° 指

向 性 ( ハ イ パ ー カ ー ジ オ イ ド 型 ) の 指 向 性 マ イ ク に て 集

音 す る 。 エ ア コ ン 等 の 周 囲 雑 音 を 集 音 し な い よ う に す

る た め で あ る 。 マ イ ク は 2 4 b i t ,  4 8 k H z サ ン プ リ ン グ と
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受験番号 

問題番号 

 

I ― 1 ― 

技術 
部門 
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 枚目 
  

3 
枚中 

 

電気電子  部門 
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受験申込書に記入した専門とする事項 
 

高周波計測 

枚 数 

し て 可 聴 域 の 周 波 数 を 包 含 す る よ う に 留 意 す る 。  

( 3 ) 懸 念 事 項 と 対 策  

 会 議 室 が 3 0 m 程 度 に 広 い 場 合 に 、 反 響 に よ り 5 0 m s

程 度 遅 れ た 音 声 が 混 合 さ れ て 、 自 然 な 会 話 が 阻 害 さ れ

て し ま う こ と が 懸 念 さ れ る 。 ま た 、 会 議 室 の 反 響 特 性

の 周 波 数 特 性 に 、例 え ば 1 0 0 H z 付 近 に 1 0 d B の 落 ち 込 み

が 存 在 す る 場 合 、 音 が く ぐ も っ て し ま う 。  

対 策 ： 会 議 を 開 始 す る 前 に 、 イ ン パ ル ス 応 答 を 計 測 し

て 、 反 響 に よ る 遅 れ 時 間 と 周 波 数 特 性 を 測 定 し て 補 正

す る 。  

( 4 ) 技 術 者 倫 理 ・ 社 会 の 持 続 可 能 性 か ら の 要 件  

技 術 者 倫 理 か ら の 要 件 ： 公 衆 の 安 全 を 最 優 先 と す る 技

術 者 倫 理 の 観 点 か ら 、 電 源 回 路 の 故 障 や 意 図 し な い 内

部 短 絡 に よ り 過 電 流 が 発 生 し た 際 に 、 安 全 に 電 流 を し

ゃ 断 す る こ と が 求 め ら れ る 。 実 現 の た め に 過 電 流 保 護

ヒ ュ ー ズ を 取 り 付 け る 。 定 常 状 態 電 流 が 1 A の 場 合 、 約

2 倍 の 2 A ヒ ュ ー ズ を 選 定 す る 。  

社 会 の 持 続 可 能 性 か ら の 要 件 ： 廃 棄 物 の 排 出 量 を 最 小

限 と し て 社 会 の 持 続 可 能 性 向 上 に 寄 与 す る た め に 、 製

品 寿 命 を 向 上 さ せ る 。 寿 命 の あ る 製 品 と し て 、 電 源 部

等 に 使 用 さ れ る ア ル ミ 電 解 コ ン デ ン サ の 長 寿 命 化 を 目

標 と す る 。 1 0 5 ℃ 品 で 2 0 0 0 0 時 間 の コ ン デ ン サ を 6 5 ℃

で 使 用 す る こ と に よ り 、 寿 命 を 2 万 時 間 の 8 倍 の 1 6

万 時 間 ま で 延 長 し 、 1 5 年 以 上 の 製 品 寿 命 を 達 成 す る 。 

  以 上  



選択科目   情報通信 
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技術部門   電気電子部門  

専門とする事項 通信計測 

○解答欄の記入は、1 マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

受験番号 

問題番号  Ⅰ －     １ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

1 . リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 問 題 の 解 決 策 と 将 来 像 の 課 題  

( 1 )  総 合 知 を 基 本 と す る 問 題 解 決 の 課 題  

（ さ ま ざ ま な 視 点 か ら の 問 題 解 決 の 観 点 ）  

 理 数 工 学 知 識 だ け で は 、 も は や 付 加 価 値 創 出 は 困 難

で あ る 。 か つ て は 、 工 場 や オ フ ィ ス な ど 社 内 視 点 業 務

が 主 だ っ た が 、 多 様 な 働 き 方 に 伴 い 、 よ り ユ ー ザ に 近

い 環 境 や 視 点 で の 労 働 に シ フ ト し て き て い る 。 す な わ

ち 、 リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 問 題 の 解 決 と し て 、 人 文 社 会

学 も 含 め 総 合 知 を 基 本 と す る 問 題 解 決 が 課 題 で あ る 。  

( 2 )  熟 練 者 暗 黙 知 の 継 承 の 課 題  

（ 熟 練 者 の 暗 黙 知 → 形 式 知 化 す る 観 点 ）  

熟 練 者 は 、 多 く の 付 加 価 値 に つ な が る 暗 黙 知 を 保 有

し て い る 。 以 前 は 熟 練 者 が 若 手 へ 手 取 り 足 取 り 指 導 を

行 っ て い た 。 し か し 、 多 様 な 働 き 方 に 伴 い 、 熟 練 者 か

ら の 直 接 的 な 付 加 価 値 の 継 承 が 困 難 と な り つ つ あ る 。

す な わ ち 、 リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 問 題 の 解 決 と し て 、 熟

練 者 暗 黙 知 の 継 承 が 課 題 で あ る 。  

( 3 )  製 造 現 場 に 人 が い な い 物 づ く り の 実 現  

（ 管 理 者 が い な く と も 製 造 現 場 が 成 り 立 つ 観 点 ）  

現 在 の 製 造 現 場 に は 必 ず 人 が い る 。 こ れ は 、 問 題 が

発 生 し た 場 合 に 人 間 系 で の 対 応 が 必 須 だ か ら で あ る 。  

し か し 、 将 来 像 を 見 据 え た 場 合 、 管 理 者 不 在 で あ っ て

も 生 産 性 の 維 持 向 上 必 要 と な る 。 す な わ ち 、 リ エ ン ジ

ニ ア リ ン グ 問 題 の 解 決 と し て 製 造 現 場 に 人 が い な い 物

づ く り の 実 現 が 課 題 で あ る 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

2 . 最 重 要 課 題 （ 熟 練 者 の 継 承 課 題 ） の 解 決 策  

 社 会 の 持 続 性 に と っ て 「 知 の 製 造 業 」 の 根 幹 を 支 え

る 熟 練 者 暗 黙 知 の 継 承 が 最 重 要 と 考 え る 理 由 で あ る 。

以 下 に そ の 解 決 策 を 述 べ る 。  

( 1 ) ス マ ー ト グ ラ ス 、 A R / V R ゴ ー グ ル に よ る 継 承  

 ス マ ー ト デ バ イ ス を 活 用 す る 。 具 体 的 に は 、 現 場 若

手 作 業 者 が そ れ ら の デ バ イ ス を 着 用 し 、 通 信 回 線 を 使

用 し て 遠 隔 熟 練 者 と 映 像 を 共 有 す る 。 熟 練 者 の 気 づ き

や ア ド バ イ ス な ど を 映 像 に 追 記 し 作 業 者 指 導 に あ た る 。

こ の よ う な 方 法 で 熟 練 者 の 暗 黙 知 を 継 承 し 、 リ エ ン ジ

ニ ア リ ン グ の 問 題 を 解 決 す る 。  

( 2 ) A I / 機 械 学 習 に よ る 継 承  

生 成 A I / 機 械 学 習 に よ り 暗 黙 知 の 継 承 を 行 う 。 具 体

的 に は 、 熟 練 者 の 知 識 や 気 づ き を 口 頭 に て A I に 学 習

さ せ る 。 そ の 内 容 を 生 成 A I に て 業 務 に 使 用 で き る 形

式 知 に て 変 換 し 文 書 化 す る 。 こ の よ う な 方 法 で 、 熟 練

者 の 暗 黙 知 の 継 承 を 図 り 、 リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ の 問 題

を 解 決 す る 。  

( デ ジ タ ル ツ イ ン ( D T C ) の 活 用 に よ る 継 承  

D T C に よ る 暗 黙 知 の 継 承 を 行 う 。 具 体 的 に は 、 現 場

状 況 を フ ィ ジ カ ル 空 間 に 投 影 す る 。 こ の 内 容 を サ イ バ

ー 空 間 に て 試 行 錯 誤 を 繰 り 返 す 。 こ れ に よ り 、 目 指 す

べ き 将 来 像 の 在 り 方 を 模 索 し 、 現 実 世 界 に 戻 し さ ま ざ

ま な 課 題 解 決 を 図 る 。 こ の よ う な 取 り 組 み を 通 じ て 、

リ エ ン ジ リ ア リ ン グ 問 題 の 将 来 像 を 描 く 。  
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○解答欄の記入は、1 マスにつき 1 文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに２文字を目安とする。 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

3 . 新 た に 浮 か び 上 が っ て く る 懸 念 事 項 と そ の 対 応  

解 決 策 ( １ ) ～ ( ３ ) に よ る 熟 練 者 の 暗 黙 知 継 承 を 実 現

す る に は す べ て I C T 技 術 の 活 用 が 必 要 と な る 。 そ の た

め 以 下 の 懸 念 事 項 が あ る 。  

( 1 ) サ イ バ ー 攻 撃 を 被 る リ ス ク  

 継 承 し た 形 式 知 や ノ ウ ハ ウ な ど の デ ー タ や 情 報 の 格

納 サ ー バ に 対 す る サ イ バ ー 攻 撃 や 不 正 ア ク セ ス に よ る

情 報 漏 洩 や 喪 失 、 改 ざ ん の 懸 念 が あ る 。  

( 2 ) 情 報 セ キ ュ リ テ ィ 強 化 に よ る 懸 念 事 項 へ の 対 策  

ア ク セ ス 制 御 の 強 化 、 暗 号 化 通 信 、 U R L フ ィ ル タ リ

ン グ を 行 う 。 さ ら に 、 E D R と 呼 ば れ る 通 信 ロ グ 分 析 に

よ る 不 審 通 信 の 検 出 と 管 理 者 へ の 通 知 に よ り 、 サ イ バ

ー 攻 撃 へ の 対 策 を 行 う 。  

4 . 技 術 者 と し て 必 要 な 要 件  

( 1 ) 技 術 者 倫 理  

 リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 問 題 の 解 決 に と も な い 、 業 務 生

産 性 や 効 率 性 が 高 ま る 。 し か し 、 そ れ ら を 過 剰 に 追 求

す る が あ ま り 、 安 全 面 、 品 質 面 対 策 が 後 手 に 回 る リ ス

ク が あ る 。 技 術 者 倫 理 と し て は 、 公 益 を 最 優 先 し 、 安

全 面 、 品 質 面 へ の 配 慮 は 決 し て 忘 れ な い 。  

( 2 ) 社 会 の 持 続 可 能 性  

熟 練 者 の ノ ウ ハ ウ 継 承 に よ る 付 加 価 値 創 造 を 継 続 し

社 会 の 持 続 性 に 貢 献 す る 。 こ れ は S D G ’ s N o 8 「  働 き が

い も 、 経 済 成 長 も ！ 」 の ス ロ ー ガ ン と 整 合 す る 取 り 組

み で あ る 。                                                       以 上  



選択科目    
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技術部門                    部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

働 き 方 改 革 に 起 因 す る リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 問 題  

1. リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ に お け る 課 題  

 働 き 方 改 革 に 伴 い 多 様 な 働 き 方 が 増 え 、 働 く 場 所 や

時 間 に 縛 ら れ な い 分 散 し た 形 態 も 出 て き た 。 こ う し た

中 、 リ エ ン ジ ニ ア リ ン グ 問 題 を 解 決 す る た め に は 以 下

の 課 題 が あ る 。  

(1) 働 き 方 の 観 点  

 働 き 方 改 革 に よ り 、 在 宅 勤 務 が 一 般 的 に な っ た が 、

一 部 の 業 界 、 業 種 で は 、 未 だ 出 勤 す る こ と 、 対 面 で の

対 応 が 前 提 と な っ て い る 。 こ う し た 状 況 を 踏 ま え 、 リ

エ ン ジ ニ ア リ ン グ 問 題 解 決 の た め に は 、 テ レ ワ ー ク ・

リ モ ー ト ワ ー ク の 更 な る 普 及 が 課 題 で あ る 。  

(2) 行 動 の 変 化 の 観 点  

 我 が 国 は 人 口 減 少 時 代 の 中 に あ り 、 多 く の 企 業 で も

定 年 が 延 長 さ れ て い る 。 こ れ は 、 60 歳 を 過 ぎ て も 働 き

続 け る こ と で あ り 、 そ う し た 技 術 者 達 が 企 業 に ま だ 残

っ て い る こ と を 示 す 。 し た が っ て 、 こ れ ら の 熟 練 技 術

者 と 、 企 業 を マ ッ チ ン グ す る 仕 組 み の 構 築 が 課 題 で あ

る 。  

(3) 技 術 継 承 の 観 点  

 多 様 な 働 き 方 に よ り 、 在 宅 勤 務 や リ モ ー ト ワ ー ク が

行 わ れ る 中 、 勤 務 中 の 社 員 の 技 術 レ ベ ル が 一 定 以 上 に

な い と 、 業 務 の 質 が 維 持 で き な い 。 し た が っ て 。 熟 練

技 術 者 達 の 暗 黙 知 を 形 式 知 に 落 と し 込 む 、 技 術 継 承 が

課 題 で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

2. 最 も 重 要 な 技 術 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 な 技 術 課 題 は 、 テ レ ワ ー ク 、 リ モ ー ト ワ ー

ク の 更 な る 普 及 で あ る 。 理 由 は 、 こ の 課 題 を 解 決 し て

働 き 方 改 革 を 推 進 す る こ と で 、 少 子 高 齢 化 、 労 働 力 減

少 の 問 題 解 決 に も 寄 与 で き る か ら で あ る 。  

(1) 高 速 ・ 大 容 量 の 通 信 回 線  

 図 面 や 画 像 デ ー タ 等 、 容 量 の 大 き な デ ー タ を 扱 う 業

種 、 部 門 で テ レ ワ ー ク を 普 及 す る た め に は 、 高 速 ・ 大

容 量 の 通 信 回 線 が 必 要 で あ る 。 こ れ に は 、 光 フ ァ イ バ

ケ ー ブ ル 網 の 敷 設 と 併 せ て 、 未 だ 都 心 の 一 部 で し か 利

用 で き な い 、 ミ リ 波 に よ る ５ Ｇ の 普 及 が 必 要 で あ る 。

こ れ に よ り 、 業 種 に よ ら ず 、 テ レ ワ ー ク を 普 及 す る こ

と が で き る 。  

(2) 最 適 な 端 末 の 支 給  

 シ ン ク ラ イ ア ン ト 端 末 を 支 給 す る こ と で 、 私 用 の Ｐ

Ｃ と 区 別 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 場 所 や 時 間 に し ば ら れ

ず に 業 務 を す る こ と が で き る だ け で な く 、 災 害 等 で 社

屋 に 立 ち 入 れ な い 場 合 で も 、 業 務 継 続 で き る 。 ま た 、

大 容 量 の デ ー タ を 扱 う 部 門 等 に は 、 セ キ ュ ア Ｆ Ａ Ｔ 端

末 を 支 給 す る 。  

(3) Ｗ ｅ ｂ カ メ ラ に よ る 本 人 認 証  

 Ｗ ｅ ｂ カ メ ラ を 起 動 し 、 テ レ ビ 会 議 状 態 に し て お く

こ と で 、 サ ー バ で 一 括 管 理 し 、 本 人 認 証 す る 。 登 録 者

以 外 が 画 面 に 映 っ た と き は 、 警 告 を 発 し 、 通 知 す る 。

こ れ に よ り 、 安 全 に テ レ ワ ー ク を 行 う こ と が で き る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

3. 将 来 的 な 懸 念 事 項 と 対 策  

 前 項 で 示 し た 解 決 策 は 、 い ず れ も 外 部 と の 接 続 点 が

増 え る こ と に な る た め 、 悪 意 あ る 者 に よ る サ イ バ ー 攻

撃 の 入 口 と さ れ る 懸 念 が あ る 。  

 懸 念 事 項 へ の 対 策 と し て 、 従 来 の 境 界 型 防 御 に 加 え

て 、 全 て を 信 頼 し な い ゼ ロ ト ラ ス ト セ キ ュ リ テ ィ の 考

え 方 に 則 り 、 エ ン ド ポ イ ン ト セ キ ュ リ テ ィ を 強 化 す る

こ と が あ る 。  

 具 体 的 に は 、 Ｅ Ｄ Ｒ を 導 入 し 、 未 知 の 脅 威 に 対 応 す

る 。 Ｅ Ｄ Ｒ は 、 ① 驚 異 の 侵 入 を 検 知 す る 、 ② 影 響 を 最

小 限 に 抑 え る 、 ③ 驚 異 の 侵 入 経 路 や 影 響 範 囲 を 調 査 し

て 、 ④ 破 壊 ・ 書 き 換 え さ れ た 箇 所 を 修 復 す る 機 能 を 持

つ 。  

4. 解 決 策 の 実 施 に 必 要 な 要 件  

(1) 技 術 者 の 倫 理 の 観 点  

 公 衆 の 安 全 、 健 康 及 び 福 利 を 最 優 先 に 考 え 、 ユ ニ バ

ー サ ル デ ザ イ ン 採 用 に よ る 安 全 性 ・ 操 作 性 の 向 上 を 図

り つ つ 、 関 連 法 規 を 遵 守 し て 実 施 す る 。  

(2) 社 会 の 持 続 可 能 性 の 観 点  

 地 域 社 会 、 文 化 及 び 環 境 へ の 影 響 を 予 見 し 、 地 球 環

境 の 保 全 を 図 る 。 具 体 的 に は 、 テ レ ワ ー ク 、 リ モ ー ト

ワ ー ク の 更 な る 普 及 を 進 め る 中 で 、 電 気 電 気 部 門 の 技

術 継 承 な ど に 寄 与 し 、 社 会 の 持 続 可 能 性 の 向 上 に 貢 献

す る 。  

                      以 上  





選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号           

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

必須論文 想定必須問題 
 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

（ １ ）  課 題 と 観 点  

１ － １ .  既 存 設 備 の 設 計 思 想 を 踏 ま え た う え で モ ダ ナ

イ ズ 化 が 課 題  

 設 備 更 改 や 新 技 術 導 入 の 観 点 に て 、 過 去 の 設 計 思 想

を ベ ー ス に 実 施 す る こ と が 課 題 。 転 職 が 一 般 化 し つ つ

あ る 働 き 方 に お い て 、 既 存 設 備 の 設 計 思 想 が 分 か ら な

い 状 況 が 増 え る と 想 定 さ れ る 。 そ の 中 で も 、 上 記 を 考

慮 し て モ ダ ナ イ ズ 化 を 実 現 す る こ と が 重 要 。  

１ － ２ ． 横 展 開 、 海 外 展 開 を 考 慮 し た 製 品 開 発 が 課 題  

 製 品 開 発 の 観 点 か ら 、 将 来 、 他 製 品 な ど へ 横 展 開 を

見 据 え 、 汎 用 的 な エ ン ジ ニ ア リ ン グ を 踏 ま え た 製 品 開

発 の 実 現 が 課 題 。  

１ － ３ ． 新 シ ス テ ム と 既 存 シ ス テ ム の シ ー ム レ ス 接 続

が 課 題  

 複 合 技 術 の 融 合 の 観 点 か ら 、 既 存 シ ス テ ム と 接 続 、

連 携 し た う え で 新 技 術 を 取 り 入 れ た シ ス テ ム を 運 用 す

る こ と が 課 題 。  

（ ２ ）  最 重 要 課 題 と そ の 解 決 策 ３ 点  

重 要 課 題 ： 横 展 開 、 海 外 展 開 を 考 慮 し た 製 品 開 発  

理 由 ： 社 会 の 動 向 や ニ ー ズ の 変 化 が 激 し い 昨 今 に お い

て 、 従 来 の １ 製 品 １ 開 発 と は 異 な る ア プ ロ ー チ で の 製

品 開 発 が 必 要 だ か ら 。  

解 決 策 １ ． ク ラ ウ ド 化  

 ハ ー ド か ら ソ フ ト 重 視 の 製 品 開 発 と す る こ と で 、 横

展 開 を 容 易 に す る 。 ま た 、 技 術 者 不 足 の 昨 今 に お い て 、

必 須 科 目 I  



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号           

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

必須論文 想定必須問題 
 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

ハ ー ド の 維 持 管 理 負 担 を 軽 減 す る 。  

解 決 策 ２ ． サ イ バ ー フ ィ ジ カ ル 活 用  

 従 来 の 実 機 試 験 ・ 試 作 政 策 の 一 部 を ソ フ ト ウ エ ア 上

で 実 現 す る 。 こ れ に よ り 、 短 期 間 で の 開 発 を 可 能 に し 、

ニ ー ズ の 変 化 に 素 早 く 対 応 す る 。  

解 決 策 ３ ． ？ （ 思 い 出 せ ま せ ん で し た ）  

 

（ ３ ） 新 た な 懸 念 事 項 と 対 策  

懸 念 事 項 ： サ イ バ ー セ キ ュ リ テ ィ  

 ソ フ ト 比 重 が 高 く な る に つ れ て 、 サ イ バ ー 被 害 の 懸

念 が 高 ま る 。 I S O な ど で 定 義 さ れ て い る セ キ ュ リ テ ィ

対 策 を 講 じ 、 専 門 部 隊 を 新 設 し 、 随 時 最 新 の セ キ ュ リ

テ ィ 対 策 を 講 じ る こ と が 求 め ら れ る 。  

 

（ ４ ） 必 要 な 技 術 者 倫 理 、 社 会 の 持 続 可 能 性 を 踏 ま え

た 要 件  

 在 宅 な ど 多 様 な 働 き 方 を 尊 重 し た う え で 、 短 期 間 で

開 発 可 能 な 環 境 を 提 供 す る こ と が 求 め ら れ る 。 ま た 、

開 発 に か か わ っ て い な い 第 ３ 者 が 設 計 思 想 を 理 解 で き

る よ う に 、 開 発 時 の ナ レ ッ ジ を 継 承 す る 仕 組 み を 構 築

す る こ と が 求 め ら れ る 。  



■回答文 

技術の進展と普及 

１.技術課題の抽出 

１.１ 環境負荷の低減 

観点：環境の観点 

 我が国は 2050 カーボンニュートラルを目指しており、省エネ化や再エネの主力電源化 

を実施しているが、2027 年時の気温上昇は 1.５℃ の見込みである。技術損失の観点に 

おいて、新旧技術前後での Co２の低減化は必要不可欠となる。よって。１つ目の技術課 

題は環境負荷の低減である。 

１．２ 保守性の向上 

観点：保守の観点 

 我が国は少子高齢化による生産人口の減少により、大企業においても働き手が不足し 

ている。なお、中小企業おいては働き手不足はさらに深刻化しており、DX、IO T を活 

用した CBM の導入等による新しい保守が重要となる。よって、２つ目の技術課題は保守 

性の向上である。 

１.３ 更新計画の策定 

観点：計画の観点 

 社会の安全性及び安定性において、急に成熟した技術から新技術への切替えは大きな 

リスクが発生する。試験、評価等を実施して短期・中期・長期計画の策定による新旧技術 

の円滑な切替が重要となる。よって、３つ目の課題は更新計画の策定である。 

２．最も重要と考える課題とその解決策 

 最も重要と考える課題は前節１．１ 環境負荷の低減である。なぜならば、地球温暖 

化が悪化した場合には、公衆に多大な影響が及ぶからである。下記に具体例を交えて、 

３つの解決策を示す。 

２.１ 永久磁石同期電動機(以下 PMSM)の導入 

 具体例としては鉄道車両の誘導電動機(以下 IM)から PMSM への置替えである。PMSM 

は回転子に永久磁石を使用することで、回転磁界と同期することで、IMとは異なり２次 

銅損が発生せず、IM と比較して約１０％省エネとなる。これにより、省エネ化が図れる。 

２．２ SiC 半導体の活用 

 具体例としては業務用インバータエアコンにおいて、Si素子から SiC 素子に置替える。 

SIC 素子は Si素子よりも絶縁破壊電界強度を１０倍程度有しているため、素子の薄型化が 

可能となる。これより、オン時の抵抗を低減でき、約６％の省エネ化が可能となる。これ 

より、環境負荷の低減が可能となる。 

２．３ 再エネの主力電源化 

 主力電源において、火力から再エネ電源へシフトする。太陽光発電や風力発電に代表 

される再エネ電源は天候等の外乱により発電が不安定となる。このため、蓄電池等の等 



の調整力を VPP により制御することにより、安定化を実現する。加えて、ペロブスカイト 

太陽電池及び洋上風力発電（着床式及び浮体式）を導入して、発電量を向上する。これ 

により 環境負荷低減が可能となる。 

３．新たな懸念事項と対策 

３．１ 新たな懸念事項 

 新たに浮かび上がってくる将来的な懸念事項は PMSM の永久磁石使用によるネオジウ 

ムの不足である。ネオジウムはレアアースであり、チャイナリスクによって、入手困難 

または 高額化する。 

３.２ 対策 

 対策として、PMSM から同期リラクタンスモータ（以下 SynRM）の置替えを行う。 

SynRM はリラクタンストルクのみでトルクを発生させるため、PMSM とは異なり回転子 

に永久磁石を使用しない。また、同等以上の効率であるため、鉄道等の２５０kW の 

SynRM も導入実績がある。これにより、レアアースレスを実現可能となる。 

４．解決策の実施における必要な要件 

４．１ 技術者としての倫理から 

 公衆の利益、特に安全性と安定性を最優先に業務に従事する。具体的には設計時には 

FTA 及び FMEA を実施して危険事象を定量的に把握、各種対策を実施する。 

４．２ 社会の持続可能性から 

 環境負荷低減技術はその設備の稼働時だけではなく、資材調達〜製造〜廃棄時のライフ 

サイクル全体で Co2 削減を行うことが重要となる。具体的には CCS や再利用等により、 

社会の持続性可能性を確保する。 



  

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-1 電力・エネルギーシステム～ 





選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号           

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

必須論文 想定必須問題 
 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

仕 組 み ： 軽 水 炉 を 用 い た 原 子 力 発 電 は 、 核 燃 料 を エ ネ

ル ギ ー 源 と し て 、 冷 却 材 で あ る 水 を 加 熱 し て タ ー ビ ン

を 回 転 さ せ て エ ネ ル ギ ー を 得 る 発 電 方 式 で あ る 。  

相 違 点 １ ． 汚 染 エ リ ア  

P W R は 、 原 子 炉 格 納 容 容 器 と タ ー ビ ン 機 器 を 放 射 能 に

汚 染 さ れ た 水 蒸 気 が 循 環 す る 。 一 方 、 B W R の 場 合 、 汚

染 水 の エ リ ア は 、 格 納 容 器 内 に と ど ま り 、 タ ー ビ ン に

は 熱 交 換 機 を 通 し て 、 汚 染 さ れ て い な い 水 蒸 気 が 循 環

す る 。  

相 違 点 ２ ． 格 納 容 器 内 の 気 圧  

P W R の 格 納 容 器 内 の 圧 力 は 7 0 気 圧 で あ る の に 対 し 、

B W R の 圧 力 容 器 は 3 5 気 圧 と 半 分 程 度 で あ る 。  

※ 実 際 は 、 1 5 0 と 7 0 の 間 違 い  

相 違 点 ３ ． サ プ レ ッ シ ョ ン チ ャ ン バ の 有 無  

B W R は 、 原 子 炉 格 納 容 器 内 の 圧 力 を 調 整 す る サ プ レ ッ

シ ョ ン チ ャ ン バ が あ り 、 P W R は な い 。 B W R の サ プ レ ッ

シ ョ ン チ ャ ン バ は 、 旧 式 の 場 合 、 格 納 容 器 周 辺 に 取 り

付 け ら れ て お り 、 新 型 は 格 納 容 器 内 に 設 置 さ れ て い る

傾 向 が あ る 。  

選 択 2 - 1 - 1  



選択科目   電力・エネルギーシステム 

２０２４年度 技術士第二次試験 答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   電気電子部門 

専門とする事項  配電資機材の性能試験と評価 

 
○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－1－4 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

１ ． ス マ ー ト メ ー タ ー と 誘 導 形 電 力 量 計 の 違 い  

ス マ ー ト メ ー タ ー は 、 誘 導 形 電 力 量 計 に な い 通 信 機

能 を 有 す る メ ー タ ー で あ る 。 誘 導 形 電 力 量 計 は 一 体 構

造 に な っ て い る の に 対 し て 、 ス マ ー ト メ ー タ ー は 主 に

計 量 ユ ニ ッ ト 、 開 閉 ユ ニ ッ ト 、 通 信 ユ ニ ッ ト に 分 か れ

た 構 造 に な っ て い る 。 よ っ て 、 検 定 満 了 に 伴 う 取 替 時

に も 誘 導 メ ー タ ー は 計 器 一 体 を 取 替 え る が 、 ス マ ー ト

メ ー タ ー は 計 量 ユ ニ ッ ト の み 取 替 え が 可 能 な 構 造 で あ

る 。  

２ ． ス マ ー ト メ ー タ ー の 便 益 性  

（ １ ） 検 針 人 が 不 要  

通 信 網 を 介 し て 電 力 量 の 計 量 値 を 自 動 検 針 で き る こ

と か ら 、 検 針 人 に よ る 検 針 が 不 要 と な り 、 効 率 的 な 電

力 量 の 検 量 が で き る 。  

（ ２ ） 遠 隔 で 供 給 ・ 停 止 が 可 能  

引 っ 越 し 等 に よ る 供 給 停 止 や 新 規 入 居 時 等 の 供 給 時

に 現 地 に 行 か ず と も 、 ス マ ー ト メ ー タ ー に 内 蔵 さ れ た

開 閉 器 を 遠 隔 で 制 御 す る こ と で 、 供 給 、 停 止 作 業 が 可

能 と な る 。  

（ ３ ） 3 0 分 毎 の 電 力 量 の 計 量 値 が 活 用 で き る  

 ス マ ー ト メ ー タ ー は 3 0 分 毎 の 電 力 量 を 計 量 し て い

る た め 、 こ の 計 量 デ ー タ を 活 用 し 分 析 す る こ と で 、 省

エ ネ 診 断 等 が 可 能 と な る 。  

                      以 上  





選択科目：  電力・エネルギーシステム 技術士 第二次試験 模 

 

受験番号 

問題番号 Ⅱ-2-1 

答案使用枚数 枚目      2枚中 

技術部門   電気電子部門 

 

専門とする事項：配電資機材の性能試験と評価 

 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

1 . 調 査 、 検 討 す べ き 事 項 ( 変 圧 器 ・ 開 閉 装 置 を 想 定 )  

（ 1 ） 変 電 設 備 の 等 の 状 況 調 査  

・ 変 圧 器 及 び 開 閉 装 置 の 経 年 と 劣 化 状 況 を 確 認 し 、 部

分 取 替 を 含 め た 更 新 を 検 討  

・ 設 備 更 新 を 行 う 場 合 は 供 給 エ リ ア の 需 要 予 測 を 調 査 。  

（ ２ ） 基 本 仕 様 検 討  

・ 更 新 機 器 の 構 成 や 仕 様 、 母 線 の 形 態 等 を 事 前 に 調 査 。  

・ 需 要 予 測 か ら 導 き 出 さ れ た 変 圧 器 の 容 量 か ら 開 閉 装

置 の Ｃ Ｂ の 台 数 及 び 絶 縁 方 式 等 を 検 討 。  

（ ３ ） 設 備 更 新 に あ た っ て の 制 約 条 件 の 調 査  

・ 変 圧 器 や 開 閉 装 置 の 搬 入 出 ル ー ト の 調 査 。  

・ 変 電 設 備 を 設 置 す る 建 物 の 設 置 ス ペ ー ス や 機 器 設 置

面 の 耐 荷 重 強 度 の 調 査 。  

（ ４ ） 必 要 な 許 認 可 関 係 の 調 査  

・ 設 備 更 新 に 伴 い 必 要 と な る 法 令 や 条 例 、 許 認 可 手 続

き 等 の 調 査 。  

・ 工 事 を 行 う 上 で 必 要 と な る 法 定 資 格 の 調 査 。  

2 ． 業 務 を 進 め る 手 順 と 留 意 ・ 工 夫 す る 点  

 設 備 更 新 工 事 の 手 順 は 以 下 の 通 り で あ る 。  

（ 1 ） 変 電 所 設 備 の 設 計  

留 意 点 ： 保 守 点 検 し 易 い 機 器 の 配 置 や 劣 化 部 品 交 換 の

作 業 性 に 考 慮 し た 設 備 設 計 に 留 意 す る 。  

工 夫 点 ： 内 部 短 絡 事 故 等 の 異 常 が 発 生 し た 場 合 で も フ

ェ ー ル セ ー フ 機 能 等 で 安 全 を 維 持 で き る よ う 工 夫 す る 。  

( 2 )  工 事 施 工 計 画 の 立 案  



選択科目：  電力・エネルギーシステム 技術士 第二次試験 模 

 

受験番号 

問題番号 Ⅱ-2-1 

答案使用枚数 枚目      2枚中 

技術部門   電気電子部門 

 

専門とする事項：配電資機材の性能試験と評価 

 

 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

留 意 点 ： 電 気 事 業 法 等 の 必 要 と な る 各 許 認 可 申 請 と 、

そ れ ぞ れ の 提 出 期 限 に 留 意 す る 。  

工 夫 点 ： 停 電 範 囲 と 期 間 、 各 工 程 の 詳 細 ス ケ ジ ュ ー ル

を ガ ン ト チ ャ ー ト 化 す る 等 の 工 夫 を 行 い 綿 密 な 施 工 計

画 を 立 案 す る 。  

( 3 )  資 材 発 注  

留 意 点 ： 納 期 に 余 裕 を 持 っ た 発 注 に 留 意 す る 。  

工 夫 点 ： 特 殊 品 で な く 標 準 品 の 採 用 や 他 工 事 と の 同 時

発 注 等 に よ り 低 コ ス ト 化 の 工 夫 を 行 う 。  

( 4 )  工 事 施 工 管 理 及 び 完 成 検 査 ・ 試 充 電  

留 意 点 ： 各 工 程 ・ 工 事 箇 所 に お け る 施 工 品 質 対 策 ・ 安

全 管 理 対 策 を 確 実 に 行 う よ う 留 意 す る 。  

工 夫 点 ： 更 新 す る 設 備 以 外 の 母 線 や 他 設 備 は 通 電 状 態

で あ る た め 、 作 業 員 や 重 機 が 充 電 部 に 接 近 し な い よ う

危 険 区 画 明 示 等 、 安 全 面 の 工 夫 も 行 う 。 ま た 効 率 的 に

検 査 を 行 う た め に 移 動 ロ ス や 手 待 ち が な い よ う 検 査 手

順 や 方 法 を 工 夫 す る 。  

3 . 業 務 を 効 率 的 ・ 効 果 的 に 進 め る た め の 調 整 方 策  

・ 工 事 関 係 者 ： 限 ら れ た ス ペ ー ス で の 工 事 と な る た め 、

同 一 場 所 で 工 事 が ラ ッ プ し な い よ う 、 各 作 業 責 任 者 と

調 整 会 議 等 で 情 報 共 有 し 入 念 な 計 画 ・ 調 整 を 実 施 す る 。  

・ 資 材 搬 入 関 係 者 ： 大 型 機 器 の 搬 入 方 法 に つ い て は 、

搬 入 会 社 と 事 前 に 搬 入 ル ー ト の 確 認 を 行 い 、 搬 入 方 法

等 を 協 議 し 手 戻 り が 無 い よ う 調 整 す る 。         

以 上  



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号           

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

必須論文 想定必須問題 
 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

（ １ ）  調 査 、 検 討 す べ き 事 項  

１ － １ ． 逆 潮 流 の 有 無 と 発 電 ・ 需 要 量 の 把 握  

 発 電 量 に 加 え 、 系 統 負 荷 を 時 間 帯 別 に 調 査 し 、 蓄 電

設 備 の 導 入 の 必 要 性 を 検 討 す る 。  

１ － ２ ． 逆 潮 流 の 要 否  

 発 電 量 が 需 要 を 上 回 る 場 合 、 上 位 系 統 へ の 逆 潮 流 が

必 要 か 、 そ の 場 合 の 変 圧 器 増 強 費 用 は い く ら か を 検 討

す る 。  

１ － ３ ． 系 統 安 定 度 へ の 影 響  

 発 電 変 動 と 需 要 変 動 を 考 慮 し 、 既 存 系 統 へ の 系 統 安

定 度 を 検 討 す る 。 必 要 に 応 じ て 、 変 動 吸 収 用 の 設 備 を

導 入 す る べ き か を 調 査 す る 。  

 

（ ２ ）  留 意 点 と 工 夫 点  

２ － １ ． 接 続 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン  

 時 間 や 季 節 別 の 発 電 量 、 需 要 量 を シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

し 、 余 剰 量 や 逆 潮 流 量 を 推 定 す る 。 こ の 際 、 蓄 電 池 や

E V を 活 用 し 、 余 剰 電 力 を 吸 収 す る こ と で 再 エ ネ を 最

大 活 用 す る な ど 、 余 剰 吸 収 策 の 検 討 も 工 夫 す る 。  

２ － ２ ． 費 用 対 効 果 の 算 出  

 逆 潮 流 す る 場 合 の 系 統 増 強 費 用 や 蓄 電 設 備 の 費 用 な

ど を 算 出 す る 。 こ の 際 、 導 入 費 の み な ら ず 、 各 設 備 の

ラ イ フ サ イ ク ル や 廃 棄 費 用 を 含 め た ト ー タ ル コ ス ト で

評 価 す る こ と を 工 夫 す る 。  

２ － ３ ． 最 適 容 量 と 工 事 方 法 の 決 定  

選 択 2 - 2 - 2  



選択科目：   

技術士 第二次試験 模擬答案用紙 

 

受験番号 

問題番号           

答案使用枚数 枚目      枚中 

技術部門    

専門とする事項： 

必須論文 想定必須問題 
 

●裏面は使用しないで下さい。 ●裏面に記載された解答は無効とします。                    24 字×25 字 

 費 用 対 効 果 を ふ ま え 、 各 ア セ ッ ト の 容 量 を 決 定 す る 。

ま た 、 規 模 に 応 じ た 工 事 方 法 を 決 定 す る 。 屋 根 上 や 建

屋 周 辺 へ の 設 備 導 入 の 場 合 、 安 全 策 の 徹 底 と 建 屋 へ の

影 響 を 踏 ま え た う え で 適 切 な 工 法 を 選 択 す る こ 戸 を 工

夫 す る 。  

（ ３ ）  関 係 者 と の 調 整 方 法  

３ － １ ． 停 電 へ の 理 解  

工 事 の 際 は 、 一 時 的 な 停 電 に 対 し て の 理 解 い た だ く

た め 、 あ ら か じ め 関 係 者 へ の 説 明 を 徹 底 す る 。  

３ － ２ ． 定 量 評 価 と 結 果 の 開 示  

工 事 中 の 騒 音 な ど を 定 点 観 測 し 、 そ の 結 果 を 逐 次 公

開 す る 。 定 期 的 に 説 明 会 を 開 催 し 、 関 係 者 へ の 情 報 を

公 開 の 姿 勢 を 示 す 。  

３ － ３ ． オ ブ ザ ー バ ー の 意 見 反 映  

 第 三 者 の 意 見 を 取 り 入 れ 、 客 観 的 観 点 か ら 、 導 入 の

妥 当 性 を 評 価 し た う え で 、 導 入 計 画 に 反 映 す る 。 ま た 、

そ の 旨 を 関 係 者 に 公 開 す る 。  





  

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-2 電気応用～ 









選択３ー１ 

■問題文 

現代社会では、電気鉄道、ハイブリッド及び電気自動車、エレベータやエスカレータ、鉄銅

圧延等の大型製造システム、自動化システムや工業用ロボット等の加工・組立装置等に多く

の可変速運転の交流モータが駆動源として組み込まれている。パワーエレクトロニクスは

交流モータの速度制御やトルク制御を可能にし、インバータ駆動の交流モータは前述の多

くの新しい社会・産業システムを生み出している。可変速駆動においては、適用装置やシス

テムの可変速範囲、出力特性等の運転仕様、電圧や周波数等の電気仕様を考慮してモータと

インバータを検討する必要がある。これらを踏まえ、電気応用分野の技術者として、以下の

問いに答えよ。 

（１） 特に広い範囲の可変速運転が要求される電気自動車や電気鉄道の駆動用モータシ

ステムを使用する際の課題を、省エネルギーも考慮して技術者としての立場で多面的な観

点から３つ抽出し、それぞれの観点を明記したうえで、その課題の内容を示せ 

（１） 全問（１）で抽出した課題のうち最も重要と考える課題を１つ挙げ、その課題に対

する複数の解決策を、専門技術用語を交えて示せ。 

全問（２）で示したすべての解決策を実行しても新たに生じうるリスクとそれへの対策につ

いて、専門技術を踏まえた考えを示せ。 

 

■回答文 

電気自動車や電気鉄道の駆動用モータシステム 

１．課題の抽出 

１．１ 制御安定性の確保 

観点：安定性の観点 

 EV 及び鉄道車両は力行、回生、正転、逆転の機能を有する必要があり、モータシステム

は指令通り動く必要がある。中でも鉄道は朝ラッシュ時や日中閑散時において、乗車率が大

きく変化するため、最適な制御を実施すると共にこれら環境下でも逆転防止及び乗り心地

の向上を実現する必要がある。よって、１つ目の抽出課題は制御安定性の確保である。 

１．２ 省エネ化の実現 

観点：省エネの観点 

 我が国の消費電力においては、モータ等の駆動電力が全消費電力の約 50％である。 

EV は今後導入が加速することが見込まれているため、の増加やエネルギー不足となる 

可能性がある。鉄道車両においては、昨今の電力料金の高騰を受け、電車用電力の電力コス

トが圧迫している。よって、３つ目の抽出課題は省エネ化の実現である。 

１．３ 保守性の向上 

観点 保守性の観点 

 EV や鉄道車両に搭載されているモータシステムは利用者の安全のために、車検等の検査



が必須となる。少子高齢化における保守員不足の中では、全密閉型や CBM の導入を図り、保

守を効率化することが必要である。特に鉄道車両においては、高温・振動の環境下により、

定期検査のみならず、故障時の修理対応の効率化も重要である。よって、３つ目の抽出課題

は保守性の向上である。 

２．最も重要と考える課題とその解決策 

 最も重要と考える課題は前節１．２ 省エネ化の実現である。なぜならば、地球温暖化は

待ったなしの状況だからである。下記に３つの解決策を示す。 

２．１ 永久磁石同期電動機（以下 PMSM）の導入 

 PMSM は回転子にネオジウム等にの永久磁石を使用することで、固定子の回転磁界と同期

回転するため、２次銅損が発生しない。このため、非同期で２次銅損が発生する誘導電動機

（以下 IM）と比較して、約１０％もの効率化が可能である。これに加えて、制動時の回生

電力向上により、省エネ化が図れる。 

２．２ SiC インバータの導入 

 SiC素子はSI素子と比較して絶縁破壊電界強度が約１０倍であり、薄型化が可能である。

MOS FET 及び環流 SBD として VVVF インバータへ導入する。なお、SiC 素子は飽和ドリフト

速度が SI素子の２倍あるため、導通損の加えて、スイッチング損も低減することが可能で

ある。これにより、省エネ化が図れる。 

２．３ センサレス制御の導入 

 PMSM は永久磁石による磁極位置を持つため、最適な回転磁界を生成するために、エンコ

ーダ等による位置検出が必要となるが、電力を消費し、重量化する。このため 

センサレス制御を導入する。この方式はモータの停止時には高調波電圧を印加すると共に

回転時には電流センサ情報から磁極位置を推定する。これにより、安定した制御性を実現し

つつも省エネ化が可能となる。 

３．新たに生じうるリスクとそれへの対策 

３．１ 新たに生じうるリスク 

 新たに生じうるリスクはチャイナリスクによるレアアースの不足である。PMSM は永久磁

石を使用するため、ネオジウムつまりレアアースを使用する。レアアースはその大半が中国

原産であるため、今後不足や費用増額等のリスクが発生する。 

３．２ 解決策 

 同期リラクタンスモータ（以下 SynRM）を導入する。SynRM は回転子に永久磁石を使用せ

ず、必要なトルクをリラクタンストルクのみで賄う。この時、リラクタンストルクは磁束密

度、即ち入力電流に比例するが、SIC インバータの導入により効率の向上が可能であるため、

SynRM の導入が可能となる。これに加え、回生電力の増加により、レアースレスでも PMSM と

同等の効率が実現可能である。 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～04-3 電子応用～ 





技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

Ⅱ ― 1 ― 1 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

枚目 
  

1
枚中 

 

電気電子 部門 

電子応用 科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
 

高周波計測 

枚 数 

( 1 ) L i D A R の 原 理 と 特 徴  

 L i D A R の 原 理 図 を 右 に 示 す 。

赤 外 線 波 長 の L D を ガ ル バ ノ ミ

ラ ー で 3 D  S c a n し て 、 反 射 光 を

S P A D 等 の 高 感 度 受 光 素 子 に よ

り 検 出 す る 。 送 受 信 の 時 間 差 t は 図 中 の 式 に よ り 光 速

c ,  距 離 l と 関 係 す る た め 、 t の 測 定 に よ り 距 離 l を 算

出 で き る 。  

 特 徴 と し て は 、 数 m m 程 度 の 高 分 解 能 が 得 ら れ る 、 夜

間 で も 使 用 で き る 、 と い う 長 所 が あ る 。 一 方 、 雨 や 雪

な ど の 悪 天 候 下 で は 測 定 精 度 が 悪 化 す る と い う 短 所 が

あ る 。  

( 2 ) ミ リ 波 レ ー ダ ー の 原 理 と 特 徴  

 図 2 に F M C W 方 式 の ミ リ 波 レ ー ダ ー

の 原 理 図 を 示 す 。 三 角 波 状 に 送 信 周

波 数 を 変 化 さ せ て 、 対 象 か ら の 反 射

波 の 周 波 数 を 測 定 す る 。 受 信 周 波 数

f は 、 2 l / c に 比 例 す る た め 、 距 離 を 算 出 で き る 。  

 特 徴 と し て は 、 雨 や 雪 な ど の 悪 天 候 下 で も 測 定 精 度

が 悪 化 し な い と い う 長 所 が あ る 。 短 所 と し て は 、 分 解

能 が 数 c m 程 度 で L i D A R よ り 劣 る 点 、電 磁 波 を 反 射 し に

く い 紙 や 布 ( の ぼ り 等 ) は 検 出 で き な い と い う 点 が あ る 。 

 送 信 ア ン テ ナ や 受 信 ア ン テ ナ を 複 数 と し て 位 相 差 を

設 け る 、 ま た は 測 定 す る こ と に よ り 、 対 象 と の 角 度 を

測 定 す る こ と も 可 能 で あ る 。  







技術士 第二次試験 模擬答案用紙 
 
 
 
 
 
○受験番号、問題番号、技術部門、選択科目及び受験申込書の記入した専門とする事項は各用紙とも必ず記入すること。 
 

                                       24 文字ｘ25 行＝600 字 2019 JES/CFA 

受験番号 

問題番号 

 

 III ―1 ― 

技術 
部門 
選択 
科目 
 

枚目 
  

3 
枚中 

 

電気電子 部門 

電子応用 科目 

受験申込書に記入した専門とする事項 
 
高周波計測 
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( 1 )  在 宅 医 療 に お け る 調 剤 と デ リ バ リ の 課 題  

① 定 期 バ イ タ ル モ ニ タ リ ン グ  

 患 者 毎 の 状 態 に 合 わ せ た 調 剤 の カ ス タ マ イ ズ の 観 点

か ら 、 体 温 、 血 圧 、 体 重 、 心 拍 数 と い っ た バ イ タ ル デ

ー タ の 収 集 が 必 要 で あ る 。 し か し 、 看 護 師 が 患 者 宅 を

個 別 訪 問 し て バ イ タ ル デ ー タ を 収 集 す る こ と は 多 く の

労 力 が 必 要 で 難 し い と い う 問 題 が あ る 。 定 期 的 な 患 者

の 自 動 バ イ タ ル モ ニ タ リ ン グ が 課 題 で あ る 。  

② 離 島 ・ 山 間 部 へ の 自 律 ド ロ ー ン 配 薬  

 適 時 配 薬 の 観 点 か ら 、 患 者 の 自 宅 へ 翌 日 ま で に は 必

要 な 薬 を 配 達 す る 必 要 が あ る 。 配 送 イ ン フ ラ が 充 実 し

た 都 市 部 に お い て は 問 題 無 い が 、 離 島 や 山 間 部 に お い

て は 路 面 凍 結 や 高 波 な ど に よ り 配 送 が 困 難 と な る 場 合

が あ る と い う 問 題 が あ る 。 小 型 ・ 軽 量 ( 1 0 c m 四 方 、 1 0 0 g

以 下 ) と い う 薬 の 特 徴 か ら 、天 候 不 良 時 に 自 律 ド ロ ー ン

に よ る 配 薬 が 有 効 で あ る 。 離 島 ・ 山 間 部 へ の 自 律 ド ロ

ー ン に よ る 無 人 配 薬 シ ス テ ム の 構 築 が 課 題 で あ る 。  

③ 患 者 デ ー タ 共 有 に よ る 連 携 効 率 化  

 地 域 医 療 に お け る 多 職 種 の 連 携 の 観 点 か ら 、 医 師 、

看 護 師 、 薬 剤 師 と い っ た 関 係 者 間 で 患 者 の バ イ タ ル デ

ー タ や ケ ア の 実 施 内 容 を 共 有 す る こ と が 必 要 で あ る 。

多 職 種 の 関 係 者 が 患 者 宅 を 個 別 に 訪 問 す る こ と は 難 し

く 、 ま た 、 各 関 係 者 が 別 個 に 患 者 の 状 態 に 関 す る 報 告

書 を 作 成 す る こ と は 非 効 率 で あ る と い う 問 題 が あ る 。

各 関 係 者 間 で デ ー タ を 共 有 し 、 連 携 を 効 率 化 す る こ と
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が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 最 重 要 課 題 と 解 決 策  

 ( 1 ) で 挙 げ た 課 題 の う ち 、① 定 期 バ イ タ ル モ ニ タ リ ン

グ を 最 重 要 と 考 え る 。 高 齢 化 に よ り 医 療 ・ 介 護 関 係 者

の 必 要 リ ソ ー ス 増 加 と 労 働 力 人 口 が 2 0 % 以 上 減 少 す る

こ と が 見 込 ま れ る た め 、 自 動 モ ニ タ リ ン グ に よ る 省 力

化 が 必 須 で あ る か ら で あ る 。  

解 決 策 ① ： B l u e t o o t h 通 信 に よ る 自 動 デ ー タ 収 集  

 体 重 計 、 血 圧 計 、 体 温 計 の 測 定 結 果 を B l u e t o o t h 通

信 に よ り 自 動 送 信 す る 。 使 用 周 波 数 2 4 0 0 M H z 、 送 受 信

ア ン テ ナ ゲ イ ン を 0 d B i 、 距 離 1 m と す る と 、 自 由 空 間

伝 搬 損 失 が 3 9 d B と な る 。 送 信 電 力 0 d B m と す る と 、 受

信 電 力 が - 3 9 d B m と な り 、 十 分 な 受 信 電 力 強 度 が 得 ら れ

る 。 B l u e t o o t h 通 信 に よ り 送 信 さ れ た デ ー タ は ス マ ホ

ア プ リ に 保 存 し 、ス マ ホ か ら は L T E ま た は W i F i ル ー タ

ー 経 由 で 関 係 者 へ 自 動 送 信 す る 。  

解 決 策 ② ： 心 拍 数 の 自 動 測 定  

 在 宅 医 療 患 者 の 心 拍 数 を 非 接 触 で 自 動 測 定 す る 。 赤

外 線 L D を 患 者 の 血 管 上 に 照 射 し 、反 射 光 強 度 を 赤 外 線

に 感 度 を 有 す る フ ォ ト ト ラ ン ジ ス タ に て 測 定 す る 光 電

脈 波 法 に て 心 拍 計 測 す る 。 フ ォ ト ト ラ ン ジ ス タ の 感 度

が 1 μ A / l m と し て 、 血 管 の 拡 張 時 と 収 縮 時 の 反 射 光 強

度 を そ れ ぞ れ 1 0 0 l m と 1 0 l m と す る と 、 信 号 電 圧 が 1 V

と 0 . 1 V と な る 。 電 圧 を 2 倍 に 増 幅 し 、 比 較 器 で 判 定 す

る こ と に よ り 心 拍 数 を 計 測 す る 。 心 拍 数 は 6 0 分 間 に 1
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回 の み 計 測 す る 。  

解 決 策 ③ ： B L E に よ る 低 消 費 電 力 動 作  

 体 重 計 、 血 圧 計 、 体 温 計 、 心 拍 計 は 全 て バ ッ テ リ ー

動 作 で あ る た め 、 低 消 費 電 力 化 に よ る 長 時 間 動 作 を 意

図 し て 設 計 す る 。 B L E 通 信 の ア ド バ タ イ ズ モ ー ド を 利

用 し て 6 0 分 間 に 1 回 だ け デ ー タ を 送 信 す る こ と に よ り 、

1 回 の 消 費 電 流 を 1 0 m A 程 度 に 抑 え る 。 通 信 デ ー タ 量 は

最 大 1 0 0 B y t e 程 度 と 見 積 も ら れ る た め 、 B L E 通 信 に て

十 分 に 送 信 で き る 容 量 で あ る 。  

( 3 ) 新 た に 生 じ う る リ ス ク と 対 策  

リ ス ク ： バ イ タ ル モ ニ タ リ ン グ に 使 用 す る 血 圧 計 、 体

重 計 、 心 拍 計 、 体 重 計 に は リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 を

使 用 す る 。リ チ ウ ム イ オ ン 二 次 電 池 の 過 充 電 、過 放 電 、

短 絡 や 過 電 流 に よ る 故 障 が リ ス ク と し て 考 え ら れ る 。  

対 策 ： バ ッ テ リ マ ネ ジ メ ン ト I C を 使 用 し て 、 リ チ ウ ム

イ オ ン 電 池 を 監 視 す る 。 セ ル 電 圧 が し き い 値 よ り 増 加

ま た は 減 少 す る か ど う か を 監 視 し て 過 充 電 と 過 放 電 を

検 出 す る 。 電 流 検 出 抵 抗 の 両 端 電 圧 測 定 に よ り 過 電 流

を 検 出 す る 。 異 常 状 態 発 生 時 に は 、 N - c h  M O S F E T と P - c h  

M O S F E T を 直 列 に 接 続 し た バ ッ ク ・ ト ゥ ・ バ ッ ク 接 続 の

電 子 ス イ ッ チ を 使 用 し て ボ デ ィ ダ イ オ ー ド に よ る 還 流

の 影 響 無 く 充 電 ・ 放 電 の 両 方 向 電 流 を 阻 止 す る 。 加 え

て 、 B M S の I C 故 障 時 に 備 え て 、 二 次 保 護 ヒ ュ ー ズ を 併

用 す る 。 過 電 流 に よ る 溶 断 と 、 電 圧 監 視 I C と 外 付 け

M O S F E T 、 ヒ ー タ ー 抵 抗 を 利 用 し て 過 電 圧 時 に も ヒ ュ ー
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ズ を 溶 断 さ せ て 電 池 を 保 護 す る 。  

        以 上  





 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

問題文とＡ評価答案例 
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～04-4 情報通信～ 











選択科目  情報通信 
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技術部門  電気電子部門 

専門とする事項  通信計測 

受験番号 

問題番号   Ⅲ－  １ 

●答案用紙の解答欄の枠内に記載した解答のみ採点対象とします。                              24 字×25 字 

●受験番号、技術部門、選択科目、専門とする事項及び問題番号の

欄は必ず記入すること。 

← 解答する問題番号（１又は２）を点線の枠内に必ず記入すること。 
○解答欄の記入は、1 マスにつき 1文字とすること。なお、英字・数字は 1 マスに 2 文字を目安とする。 

1 . I C T ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お け る 課 題  

I C T ア プ リ ケ ー シ ョ ン 例 ： 自 動 運 転  

V 2 X と し て 多 元 的 に 路 車 間 や 車 車 間 の 通 信 を 行 う 一 方

で 、 事 故 回 避 の た め の 急 制 動 に は 低 遅 延 通 信 が 必 要 。  

( 1 ) 自 動 運 転 の 安 全 性 確 保  

 （ 人 命 を 絶 対 的 に 優 先 す る と い う 観 点 ）  

 運 転 が 人 か ら 機 械 に と っ て 代 わ る 。 機 械 が 人 の 命 を

預 か る 。 自 動 運 転 に は そ の よ う な 危 険 や リ ス ク が 表 裏

一 体 で あ る 。 万 が 一 、 自 動 運 転 が ミ ス を す れ ば 、 即 座

に 人 命 に 影 響 す る 。 す な わ ち 、 I C T ア プ リ ケ ー シ ョ ン

に お い て 、 自 動 運 転 の 安 全 性 確 保 が 課 題 で あ る 。  

( 2 ) 情 報 通 信 の 接 続 性 の 維 持  

 （ 通 信 が 途 切 れ な い 観 点 ）  

 自 動 運 転 は V 2 X と 呼 ば れ る 路 車 間 や 車 車 間 の 通 信  

が 必 要 と な る 。 自 動 運 転 の 安 定 走 行 に こ れ ら の 情 報 通

信 は 欠 か せ な い 。 ト ン ネ ル や 電 波 不 感 エ リ ア に お い て

も V 2 X 通 信 が 必 要 で あ る 。 す な わ ち 、 I C T ア プ リ ケ ー

シ ョ ン に お い て 情 報 通 信 の 接 続 性 維 持 が 課 題 で あ る 。  

( 3 ) 搭 乗 者 へ の 快 適 性 確 保  

 （ 自 動 運 転 の 同 乗 者 へ の 影 響 性 の 観 点 ）  

 自 動 運 転 は 、 目 的 地 ま で の 移 動 手 段 に と ど ま ら ず 、  

運 転 か ら 解 放 さ れ た 快 適 空 間 と し て 活 用 が 期 待 さ れ る 。

し か し 、 急 操 舵 や 急 制 動 な ど は 搭 乗 者 へ の 快 適 性 が 損

な わ れ る 。 す な わ ち 、 I C T ア プ リ ケ ー シ ョ ン に お い て 、

自 動 運 転 の 搭 乗 者 へ の 快 適 性 確 保 が 課 題 で あ る 。  
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２ ． 最 重 要 課 題 （ 自 動 運 転 の 安 全 性 確 保 ） の 解 決 策  

公 衆 の 安 全 を 最 優 先 と す る 倫 理 に も と づ き 、 自 動 運

転 の 安 全 性 確 保 が 最 優 先 課 題 と し た 理 由 で あ る 。  

以 下 に そ の 解 決 策 を 示 す 。  

( 1 ) 各 種 セ ン サ ー に よ る 障 害 物 の 把 握  

 セ ン サ ー 、 カ メ ラ に よ る 障 害 物 を 把 握 す る 。 具 体 的

に は 、 L i D A R や 電 磁 波 レ ー ダ ー と い っ た 技 術 に よ り 、

障 害 物 ま で の 距 離 を 計 測 す る 。 自 車 速 度 と 障 害 物 ま で

の 距 離 を 正 確 に 把 握 す る こ と で 衝 突 防 止 を 図 る 。 こ の

よ う な 各 種 セ ン サ ー に よ る 障 害 物 の 把 握 に よ り 、 自 動

運 転 の 安 全 性 を 確 保 す る 。  

( 2 ) エ ッ ジ デ バ イ ス に よ る 迅 速 な 運 転 制 御  

 エ ッ ジ デ バ イ ス に よ る 衝 突 回 避 を 行 う 。 具 体 的 に は

自 動 運 転 車 に 搭 載 し た エ ッ ジ コ ン ピ ュ ー タ に よ り 、 状

況 の 把 握 、 判 断 、 操 舵 や 制 動 な ど の 制 御 を 低 遅 延 に て

迅 速 に 行 う 。 こ の よ う な エ ッ ジ デ バ イ ス 活 用 に よ り 、

走 行 状 態 に お け る 迅 速 な 状 況 把 握 、 判 断 、 制 御 を 行 い 、

自 動 運 転 の 安 全 性 を 確 保 す る 。  

( 3 ) A I / 強 化 学 習 に よ る 交 通 事 故 回 避  

 A I 活 用 に よ る 交 通 事 故 の 回 避 を 行 う 。 具 体 的 に は 、  

さ ま ざ ま な 環 境 や 状 況 を A I に 強 化 学 習 さ せ る 。 そ れ

ら を も と に 、 状 況 に 応 じ た 適 切 な 判 断 の 導 出 、 操 舵 や

制 動 パ タ ン を A I に 向 学 さ せ る 。 こ の よ う に A I の 強 化

学 習 を 通 じ て 、 よ り 高 度 な 運 転 技 術 の 習 得 す る こ と で 、

自 動 運 転 の 安 全 性 を 確 保 す る 。
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３ ． 将 来 的 な 懸 念 事 項 と 対 策  

解 決 策 ( 1 ) ～ ( 3 ) の 実 現 に よ り 自 動 運 転 の 安 全 性 が 確 保

さ れ た と し て も 新 た に 浮 か び あ が る 将 来 的 な 懸 念 事 項

が あ る 。 以 下 に そ の 内 容 と 解 決 策 を 示 す 。  

( 1 ) 通 信 量 増 加 に 伴 う 混 信 や 通 信 帯 域 不 足 の 懸 念  

 I T S ( 高 度 交 通 シ ス テ ム ) 用 の 無 線 周 波 数 と し て

7 0 0 M H z や 5 . 8 G H z が 割 り 当 て ら れ て い る 。 し か し 、 自

動 運 転 通 信 量 の 増 大 に よ り 本 帯 域 が 混 雑 し 、 混 信 や 通

信 エ ラ ー が 発 生 す る こ と が 懸 念 さ れ る 。  

解 決 策 ： ダ イ ナ ミ ッ ク 周 波 数 共 用 技 術 を 活 用 す る 。 同

用 途 へ の 新 た な 周 波 数 割 当 で は 無 線 帯 域 枯 渇 問 題 は 解

決 し な い 。 将 来 を 見 据 え た 場 合 、 デ ー タ ベ ー ス に て 周

波 数 の 割 り 当 て を 動 的 に 行 う ダ イ ナ ミ ッ ク 周 波 数 共 用

技 術 の 浸 透 が 最 適 解 と 考 え る 。  

( 2 ) 交 通 事 故 発 生 時 の 責 任 所 在 の 不 透 明 化  

 自 動 運 転 に お い て 、 万 が 一 事 故 が 発 生 し た 場 合 の 責

任 所 在 の 不 明 瞭 性 が 問 題 と な る 。 自 動 運 転 技 術 の 開 発

メ ー カ か 、 あ る い は 運 転 者 な の か が 不 透 明 と な り 保 証

責 任 の 所 在 が 明 確 と な ら な い リ ス ク が あ る 。  

解 決 策 ： A I に よ る 事 故 発 生 要 因 の 分 析  

 対 象 物 と の 距 離 、 速 度 、 操 舵 や 制 動 状 況 な ど の 様 々

な 事 故 発 生 時 の 要 因 を A I に よ る 学 習 さ て 、 自 動 運 転

事 故 の 可 避 可 能 性 な ど を 判 定 す る 。 そ の 結 果 を も と に

自 動 運 転 に よ る 過 失 割 合 を 総 合 的 に 判 断 し 、 責 任 や 保

証 の 所 在 を 明 確 化 す る 。         以 上  
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技術部門                    部門 

専門とする事項   

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－   

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

安 定 し た 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス 提 供 の 実 現  

1. 安 定 し た 情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー ビ ス 提 供 の 課 題  

 Ｄ Ｘ 化 や 機 器 の 進 化 に よ り 、  

 

 

(1) 冗 長 化 の 観 点  

 

(2) オ ー プ ン 化 の 観 点  

 

(3) 安 全 性 の 観 点  

 

2. 最 も 重 要 な 技 術 課 題 と 解 決 策  

 最 も 重 要 な 技 術 課 題 は 、 冗 長 化  

理 由 は 、  

 

(1) 業 務 シ ス テ ム の 冗 長 化  

 シ ン ク ラ イ ア ン ト 端 末  

 セ キ ュ ア Ｆ Ａ Ｔ 端 末  

(2) 電 源 ・ 通 信 回 線 の 冗 長 化  

 電 源 は 並 列 接 続 、  

 Ｕ Ｐ Ｓ 、 非 常 用 発 電 装 置 を 備 え て  

 通 信 回 線 は 、 Ｃ Ｄ Ｃ － Ｒ Ｏ Ａ Ｄ Ｍ に よ り 、 3 方 路 以

上 と 接 続 し 、 メ ッ シ ュ 構 成 と す る 。 ケ ー ブ ル の 断 線 耐

性 を 向 上 す る 。  

 ま た 、 回 線 の 負 荷 を 軽 減 す る た め の リ ン ク ア グ リ ゲ
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

ー シ ョ ン と ネ ッ ト ワ ー ク 機 器 の ス タ ッ ク 構 成 に よ り 、

冗 長 化 す る 。  

  

(3) デ ー タ の 分 散 と バ ッ ク ア ッ プ  

 Ｄ Ｃ は 首 都 圏 や 関 西 圏 に 集 中 し て い る 。 首 都 直 下 地

震 等 を 想 定 し て 、 地 方 の Ｄ Ｃ に デ ー タ を 分 散 保 管 し て

同 期 を と っ て バ ッ ク ア ッ プ と す る 。  

デ ー タ の 需 要 度 に 応 じ て 、 自 社 サ ー バ に も 保 存 す る 等

し て 万 全 を 期 す る 。  

3. 将 来 的 な 懸 念 事 項 と 対 策  

(1) 将 来 的 な 懸 念 事 項  

 前 項 で 示 し た 解 決 策 は 、 い ず れ も 外 部 と の 接 続 点 が

増 え る こ と に な る た め 、 悪 意 あ る 者 に よ る サ イ バ ー 攻

撃 の 入 口 と さ れ る 懸 念 が あ る 。  

 

(2) 懸 念 事 項 へ の 対 策  

 懸 念 事 項 へ の 対 策 と し て 、 従 来 の 境 界 型 防 御 に 加 え

て 、 全 て を 信 頼 し な い ゼ ロ ト ラ ス ト セ キ ュ リ テ ィ の 考

え 方 に 則 り 、 エ ン ド ポ イ ン ト セ キ ュ リ テ ィ を 強 化 す る

こ と が あ る 。  

 具 体 的 に は 、 Ｅ Ｄ Ｒ を 導 入 し 、 未 知 の 脅 威 に 対 応 す

る 。 Ｅ Ｄ Ｒ は 、 ① 驚 異 の 侵 入 を 検 知 す る 、 ② 影 響 を 最

小 限 に 抑 え る 、 ③ 驚 異 の 侵 入 経 路 や 影 響 範 囲 を 調 査 し

て 、 ④ 破 壊 ・ 書 き 換 え さ れ た 箇 所 を 修 復 す る 機 能 を 持

つ 。  
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